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★
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス 

（
Ｓ
．
Ｎ
．
Ｄ
．
Ｆ
） 

個
性
豊
か
な
グ
ル
ー
プ
が
ダ
ン
ス
を
披
露
！ 

・
２
～
５
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
４
人
組
の
愛

ら
し
い
ダ
ン
ス
。 

・
小
学
５
年
生
の
女
の
子 

と
専
門
学
校
１
年
生
の 

男
性
２
人
の
ダ
ン
ス
は 

先
生
と
生
徒
さ
ん
と
い 

う
異
色
の
組
み
合
わ
せ
。 

・
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
も
入 

る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
。 

・
２
～
５
歳
ま
で
で
男
の 

子
１
人
が
入
っ
て
い
る 

４
人
の
チ
ビ
ッ
子
グ
ル 

ー
プ
。 

・
小
学
校
が
一
緒
だ
っ
た 

女
子
高
３
年
生
の
５
人
、
勢
い
が
あ
っ
て

チ
ー
ム
力
抜
群
。
発
表
す
る
場
が
あ
る
と

や
る
気
も
ア
ッ
プ
す
る
そ
う
。 

・
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
４
人
組
。
ア
イ
ド
ル

の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
パ
ン
チ
の
き
い
た
ダ

ン
ス
。 

★
車
椅
子
ダ
ン
ス 

（
相
模
原
障
害
者
と 

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
会
） 

青
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
黄
色 

い
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
介
添 

え
の
人
は
水
色
。
ま
わ
っ 

た
り
一
直
線
に
な
っ
た
り 

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

去
る
１１
月
２５
日
（
土
）
小
田
急
相
模

大
野
駅
北
口
サ
ン
デ
ッ
キ
で
、
ほ
か
ほ

か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
冬
バ
ー
ジ
ョ
ン

が
開
か
れ
た
。
当
日
は
急
激
に
気
温
が

下
が
る
と
予
報
が
出
て
い
た
が
、
そ
れ

ほ
ど
寒
く
な
か
っ
た
の
は
何
よ
り
だ
っ

た
。 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
関
係
団
体

の
方
々
が
１０
時
か
ら
パ
ネ
ル
展
示
設
置
や

ス
テ
ー
ジ
の
準
備
を
進
め
予
定
通
り
１２
時

に
藤
井
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。 

開
会
の
言
葉
で
加
藤
実
行
委
員
長
は

「
１２
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
障
害
者

週
間
に
先
立
ち
、
ほ
か
ほ
か
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
冬
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
木
工
や
陶
芸
な
ど
の
自
主
製
作

品
な
ど
の
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。 

    

《
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
》 

★
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス 

★
車
椅
子
ダ
ン
ス 

★
ダ
ン
ス
と
ト
ー
ク 

★
バ
ン
ド
演
奏 

★
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン 

★
バ
ン
ド
演
奏 

★
大
道
芸
人
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ 

 

演じる人も見る人も寒さを吹き飛ばして！！ 

る
。
サ
ザ
エ
さ
ん
か
ら
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ

ま
で
６
曲
を
楽
し
く
優
雅
に
舞
う
。 

★
ダ
ン
ス
と
ト
ー
ク 

（
チ
ー
ム
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
２
０
２
３
） 

揃
い
の
赤
い
マ
ス
ク
と
赤
い
手
袋
を
身

に
つ
け
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン
ス
。
何
よ

り
元
気
の
い
い
所
が
持
ち
味
。
こ
の
チ
ー

ム
は
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
一
緒
に

活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

演
奏
。 

★
バ
ン
ド
演
奏 

（ 

ウ
ク
レ
レ
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
） 

学
校
の
先
生
方
に
よ
り
編
成
さ
れ
て
い

る
サ
ー
ク
ル
。
相
模
原
療
育
園
、
松
ヶ
丘

園
、
ロ
シ
ナ
ン
テ
、
太
陽
の
門
な
ど
の
福

祉
施
設
で
演
奏
活
動
を
し
て
い
る
。
さ
ん

ぽ
、
ト
ト
ロ
、
函
館 

の
人
、
な
だ
そ
う
そ 

う
、
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ 

ス
マ
ス
等
、
レ
パ
ー 

ト
リ
ー
も
多
岐
に
わ 

た
っ
て
い
て
聴
く
者 

を
楽
し
く
さ
せ
て
く 

れ
た
。 

      

＊
次
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。 

加藤実行委員長の開会挨拶 
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★
大
道
芸
人
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ 

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
演
目

に
感
心
し
た
り
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
た
り
。
話
芸
が
上
手
な
の

で
し
ば
し
時
を
忘
れ
て
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
ワ
ー
ル
ド
に
浸

っ
て
い
た
。 

        

ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
べ
て
終
了
し
、
閉
会
の
言

葉
が
鈴
木
副
実
行
委
員
長
か
ら
「
ほ
か
ほ
か
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
タ
２
０
２
３
冬
が
無
事
幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
関
係
団
体
の

方
々
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
来
年
２
０
２
４
年

の
ほ
か
ふ
れ
フ
ェ
ス
タ
冬
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ら
れ
た
。 

今
年
も
さ
が
み
は
ら
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
若
者
２
名
が
参
加
し
、 

写
真
撮
影
を
し
て
く
れ
た
。 

社
会
福
祉
法
人
さ
が
み
愛 

育
会
の
の
び
や
か
さ
ん
に 

よ
る
木
工
、
陶
芸
な
ど
の 

販
売
コ
ー
ナ
ー
も
ず
い
ぶ 

ん
賑
わ
っ
て
い
た
。 

（
山
崎
） 

 

 

脱
！
子
ど
も
の
貧
困
ク
イ
ズ
で
す
。（
子
ど
もH

A
P

P
Y

化
計

画
サ
バ
イ
バ
ル
実
行
委
員
会
作
成
よ
り
） 

①
家
庭
の
お
金
の
使
い
道
の
う
ち
、
教
育
に
使
う
割
合
が
日
本
よ

り
大
き
い
国
は
次
の
う
ち
ど
れ
？ 

 

㋐
フ
ラ
ン
ス 

㋑
ス
ェ
ー
デ
ン 

㋒
韓
国 

㋓
イ
ギ
リ
ス 

②
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
に
対
し
て
、
国
の
お
金
を
一
番
使
っ
て

い
る
国
は
ど
こ
？ 

 

㋐
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 

㋑
日
本 

㋒
ア
イ
ス
ラ
ン
ド 

㋓
ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

③
日
本
の
公
立
小
学
校
は
、
授
業
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

給
食
や
遠
足
な
ど
の
お
金
を
保
護
者
が
払
う
こ
と
が
必
要
で

す
。 

で
は
、
そ
の
お
金
は
１
年
間
で
ど
の
く
ら
い
？ 

 
㋐
１０
万
円
く
ら
い 

㋑
１
万
円
く
ら
い 

 
㋒
５
万
円
く
ら
い 

 

㋓
１
０
０
万
円
く
ら
い

★
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
（
よ
さ
こ
い
一
心
） 

 
３
歳
か
ら
７０
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
互
い
に
助

け
合
い
活
動
し
て
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に

踊
り
を
通
し
て
元
気
を
お
届
け
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い

る
そ
う
だ
。『
一
心
』
と
背
中
に
書
か
れ
た
長
い
半
纏
を

着
た
踊
り
子
と
大
き
な
の
ぼ
り
を
振
る
旗
士
た
ち
が
会

場
い
っ
ぱ
い
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
踊
り
を
繰
り
広
げ

る
と
観
衆
も
手
拍
子
で
応
じ
る
な
ど
、
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
と
な
っ
た
。 

           

★
バ
ン
ド
演
奏
（
チ
ョ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
） 

特
別
支
援
学
校
の
先
生
方
で
結
成
さ
れ
た
バ
ン
ド
。

今
宵
の
月
の
よ
う
に
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ｉ
、
君
が
い
る
だ
け
で
、
ナ
キ
ム
シ
の
う
た
の
５
曲
を

披
露
。
時
に
響
く 

サ
ッ
ク
ス
の
音
色 

と
女
性
の
澄
ん
だ 

歌
声
が
印
象
的
だ 

っ
た
。 

 
１月の記念日は？        

小倉義男 

１月20 日、甘酒の日です。 

日本の伝統的な飲み物であり発酵食品である甘

酒の良さ、おいしさを多くの人に知ってもらいた

いと、１９６９年から 

瓶入りの甘酒を販売し 

てきた森永製菓株式会 

社が制定。日付は、甘 

酒は疲れを癒し、身体 

が温まる飲み物として 

大寒の頃がもっとも飲 

まれていることから制定。 

【出典:(一社)日本記念日協会より参照】 
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市
内
施
設
訪
問
記 

「
地
域
生
活
を
安
心
し
て
送
る
力
を 

発
揮
で
き
る
支
援
を
」 

社
会
福
祉
法
人
相
模
原
市
社
会
福
祉
事
業
団 

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
松
が
丘
園
）
多
機
能
型
事
業
所

№ 505  

今
回
は
木
々
が
色
づ
く
淵
野
辺
公
園
の
南
隣
に
位
置
す
る

松
が
丘
園
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
協
と
は
い
ろ
い
ろ
な
縁
が
あ
り
ま
す
が
、
１０
月
の
ほ

か
ほ
か
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
で
は
出
店
し
て
い
た
だ
い
た
手

作
り
パ
ン
「
麦
の
穂
」
に
長
蛇
の
列
が
で
き
た
の
は
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。 

実
は
『
松
が
丘
園
』
と
い
う
名
前
は
建
物
全
体
の
名
前
な
ん
で

す
。『
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
多
機
能
型
事
業
所
』
が
こ
の
通
所

施
設
の
名
前
な
ん
で
す
と
取
材
の
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
多

機
能
型
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
、
渋
谷

し

ぶ

や

美
紀

み

き

さ
ん
。
一

時
ケ
ア
事
業
、
就
労
相
談
や
生
活
相
談
の
部
署
、
そ
し
て
今
回
訪

問
し
た
多
機
能
型
事
業
所
な
ど
様
々
な
障
害
者
支
援
事
業
や
部

署
が
松
が
丘
の
地
に
集
ま
っ
て
で
き
て
い
る
の
が
松
が
丘
園
な

の
だ
そ
う
で
す
。 

喫
茶
「
麦
の
穂
」
も
含
ま
れ
る
多
機
能
型
事
業
所
の
中
で
も

就
労
関
連
の
事
業
を
中
心
に
利
用
者
の
方
の
活
動
の
様
子
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

☆
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業 

【
企
業
受
注
の
作
業
や
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

講
習
、
金
銭
管
理
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

自
立
し
た
生
活
や
将
来
の

就
労
に
必
要
な
能
力
を
身

に
つ
け
る
支
援
を
行
う
事

業
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

高
等
学
校
等
を
卒
業
し
た
あ
と
、 

具
体
的
な
仕
事
を
経
験
し
な
が
ら 

社
会
性
を
身
に
つ
け
た
り
、
資
格 

を
取
っ
た
り
と
２
年
以
内
の
通
所 

を
し
ま
す
。
介
護
技
術
の
講
座
も 

あ
り
、
訓
練
室
に
伺
っ
た
時
に
は 

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
の
資 

格
試
験
に
向
け
、
１０
名
あ
ま
り
の 

方
が
そ
れ
ぞ
れ
教
科
書
を
広
げ
勉 

強
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
さ
こ
い
を
踊
る
活
動

で
芸
術
祭
に
参
加
し
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
写
す
大
型
紙

芝
居
を
演
じ
る
な
ど
生
活
を
楽
し
む
社
会
参
加
も
経
験
す
る
そ

う
で
す
。
楽
し
み
が
あ
っ
て
の
生
活
で
す
ね
。 

☆
就
労
移
行
支
援
事
業 

【
企
業
受
注
や
食
品
製
造
、
喫
茶
接
客
の
作
業
を
行
う
と
と
も

に
、
面
接
対
策
講
座
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
等
の
多
彩
な
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
一
般
就
労
を
め
ざ
す
方
々
へ
の
支
援

を
す
る
事
業
】 

喫
茶
「
麦
の
穂
」
の
厨

房
や
店
内
で
毎
日
作
業
を

し
て
い
ま
す
。
ほ
か
ふ
れ

フ
ェ
ス
タ
に
お
い
し
い
パ

ン
を
作
っ
て
持
っ
て
き
て

販
売
し
た
の
も
こ
こ
の
利

用
者
さ
ん
。
ち
ょ
う
ど
休
憩
を
と
っ
て
い
ら
し
た
利
用
者
の

坂
内

ば
ん
な
い

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
お
す
す
め
の
パ
ン
は
塩

バ
タ
ー
パ
ン
で
す
が
、
僕
の
得
意
な
の
は
チ
ー
ズ
パ
ン
と
の
こ

と
で
し
た
。
撮
影
も
快
諾
、
エ
プ
ロ
ン
・
二
重
帽
の
仕
事
着
を

整
え
応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
丁
寧
な
話
し
方
で

就
職
を
め
ざ
し
て
い
る
最
中
と
の
こ
と
、
就
職
成
功
を
お
祈
り

し
ま
す
。 

☆
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業 

【
看
板
製
作
、
印
刷
、
企
業
受
注
（
組
み
立
て
、
仕
分
け
、
封 

入
な
ど
）
の
作
業
を
中
心
に
、
生
産
活
動
を
通
し
て
就
労
意
欲
・ 

生
産
能
力
の
維
持
を
図
り
な
が
ら
、
個
々
の
目
的
に
応
じ
た
柔

軟
な
支
援
を
行
う
事
業
】 

部
屋
で
は
中
古
Ｃ
Ｄ
の
分
別
作
業
中
。
文
字
の
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
の
機
械
や
大
型
看
板
の
作
業
台
も
あ
り
、
ボ
ラ
協
の
今
夏
新

調
し
た
福
祉
有
償
運
送
の
看
板
は
こ
こ
で
作
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
利
用
者
の
方
は
就
職
し
た
経
験
が
あ
る
な
ど
、
年
長
の
方

も
多
く
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
作
業
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

事
業
所
で
は
工
賃
を
支
払
い
な
が
ら
、「
何
の
た
め
に
働
く
の

か
」「
自
分
の
将
来
の
生
活
は
」
を
、
利
用
者
の
方
が
考
え
る
機
会

を
作
り
、
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
大
事

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
ど
の
部
屋
も
少
人
数
で
穏
や
か
な
雰
囲
気
で
、
利
用

者
の
方
は
居
心
地
が
良
さ
そ
う
で
し
た
。
こ
こ
で
仲
間
が
で
き

た
と
喜
ん
で
い
る
方
が
多
い
と
い
う
の
も
頷
け
ま
す
。
人
と
の

関
わ
り
の
楽
し
さ
も
「
仕
事
を
す
る
力
」 

の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

「
麦
の
穂
」
の
パ
ン
の
お
い
し
さ
に
惹 

か
れ
て
訪
問
し
た
の
で
す
が
、
外
か
ら
で 

は
わ
か
ら
な
い
利
用
者
の
方
の
ひ
た
む
き 

な
姿
勢
や
職
員
の
方
の
支
援
の
熱
さ
に
触 

れ
る
こ
と
が
で
き
、
良
い
訪
問
で
し
た
。 

お
忙
し
い
中
を
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た 

渋
谷
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

（
恒
藤
・
杉
崎
） 

 

渋谷美紀さん 

パン工房と坂内さん 

勉強中の自立訓練生の方  々

＊社会福祉法人相模原市社会福祉事業団 

障害者支援センター 多機能型事業所 

〒252-0223 相模原市中央区松が丘1-23-1 

: 042-758-2121 FAX: 042-758-7070 

麦の穂の看板 
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１２
月
９
日
（
土
）
理
事
会
（
理
事
５
名
出
席
） 

１
、
委
員
会
報
告 

≪

広
報
委
員
会≫

 

・
ぼ
ら
通
部
会 

ぼ
ら
通
１１
月
号
発
送
作
業
は
若
サ
ポ
５
名
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
２
名
に
参
加
い
た
だ
い
た
。 

・
情
報
部
会 

ぼ
ら
通
１１
月
号
をF

acebook

と
ボ
ラ
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ッ
プ
。今
後
、春
の
講
座
の
チ
ラ
シ
ア
ッ
プ
予
定
。

≪

事
務
局
委
員
会≫

 

 

・
ほ
か
ふ
れ
後
の
反
省
会
、
年
末
年
始
の
体
制
に
つ
い
て
。

≪

講
座
検
討
委
員
会≫

 
 

・
春
講
座
の
チ
ラ
シ
印
刷
、
配
付
先
、
広
報
さ
が
み
は
ら
記

事
掲
載
依
頼
に
つ
い
て
。 

≪

傾
聴
委
員
会≫

 
 

 

・
大
野
中
地
区
社
協
で
傾
聴
説
明
講
座
２０
名
参
加
。 

・
１２
月
４
日
高
齢
者
世
帯
が
多
く
住
む
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン

で
傾
聴
説
明
講
座
実
施
。 

・
２
月
に
情
報
交
換
会
開
催
予
定
。 

≪

映
像
企
画
実
行
委
員
会≫

 

・
現
在
製
作
中
。
来
年
は
若
サ
ポ
と
協
働
で
製
作
予
定
。 

２
、
そ
の
他 

・
１１
月
２５
日 

障
が
い
者
週
間
イ
ベ
ン
ト→

ほ
か
ふ
れ

の
一
環
と
し
て
参
加
。
啓
発
チ
ラ
シ
を
６
０
０
部
配
布
。

・
３
月
の
ラ
ウ
ン
ジ
ふ
く
し
ま
つ
り
に
今
年
も
参
加
す
る
。

・
長
年
ボ
ラ
協
で
保
管
を
し
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
整
理

を
始
め
て
い
く
こ
と
を
検
討
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

次
回
理
事
会
は
２
０
２
４
年
１
月
１３
日
（
土
）
１１
時
か
ら

 

理
事
会
報
告 

         相模原ボランティア協会 １月の予定 

日 時 間 内   容 

１１(木) 12:30～ 広報委員会・ぼら通部会 

１３(土) 
10:00～ ボラ協のあり方検討会議 

11:00～ 理事会 

１５(月) 10:00～ 映像企画実行委員会 

１７(水) 13:30～ 傾聴委員会 

２０(土) 13:00～ ハンディキャブ・事務局合同委員会

２３(火) 10:30～ ぼら通１月号印刷・発送 

  

あなたの力をハンディキャブの 

運転ボランティアに！ 
新しい運転手さんの活躍、これまでの運転手さん

も運行回数を増やしてくださるなど、ハンディキャ

ブの活動が順調になってきました。でも、まだまだ

募集中なのです。 

なぜか月に数回は利用者さんの予約が集中する

日があったり、運転手さんの都合のつかない日が重

なったりします。事務局では、予約１週間前のその

日まで運転手さんを探して電話を掛け続け、引き受

けてくださる方が決まれば、「決まったよ～」と大

喜びで事務局員のグループＬＩＮＥで知らせる状

態が続いています。 

利用者さんの新規入会の問い合わせの電話も増

えるばかりです。 

運転の資格や技術は特別難しいものはなく、自分

の身内をいたわるような気持ちがあれば充分です。

７０代から始めた方、女性も増えており、ハンディ

キャブ委員会、事務局のフォローも手厚く心配は不

要です。同乗体験もいつでも受け付けます。 

どうかあなたの空いている時間と力をハンディ

キャブにお貸しください。また、お知り合いの運転

が可能な方を是非ご紹介ください。 

＊問い合わせ  

ボランティア協会事務局（10:00～15:00） 

   ０４２－７５９—７９８２ 

 
 ①

は
㋒
の
韓
国 

教
育
機
関
（
学
校
な
ど
）
の
支
出
で
保
護
者
が
負
担
す
る
割
合
は
、
韓
国

が
約
４０
％
と
大
変
高
く
、
日
本
も
約
３０
％
と
３
番
目
に
高
い
で
す
。 

(

出
典
：『
図
表
で
見
る
教
育
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
』) 

②
は
㋒
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド 

経
済
協
力
開
発
機
構(

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
入
っ
て
い
る
２８
ヵ
国
の
調
査
で

は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
国
の
予
算
の
７
％
以
上
を
教
育
機
関
に
使
っ

て
い
ま
す
。
日
本
は
約
３
％
で
な
ん
と
２８
カ
国
中
２８
番
目
。 

(

出
典
：『
図
表
で
見
る
教
育
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
』) 

③
は
㋐
の
１０
万
円 

学
校
給
食
費
が
４
万
９
３
７
円
、
教
材
費
や
遠
足
代
な
ど
の
学
校
教
育

費
が
５
万
６
６
５
５
円
、
あ
わ
せ
て
１
年
間
に
９
万
７
５
９
２
円
の
お

金
を
保
護
者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。 

(

出
典
：
文
部
科
学
省
『
平
成
１８
年
度
子
ど
も
の
学
習
費
調
査
』) 

お願い 
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あ
じ
さ
い
会
館
を
会
場
に
社
会
福
祉
功
労
者
の
表

彰
と
社
会
福
祉
協
議
会
顕
彰
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
久
し
ぶ
り
に
入
場
者
の
制
限
が
な
く
、

家
族
や
関
係
者
の
見
守
る
中
で
の
表
彰
式
と
な
り
ま

し
た
。 

当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動
と
し
て
は
お
二
人

が
表
彰
で
し
た
が
、
ほ
か
に
も
当
協
会
の
会
員
の
小
川

お

が

わ

進
す
す
む

さ
ん
が
「
相
模
原
誘
導
グ
ル
ー
プ
さ
さ
の
会
」
の
活

動
に
対
し
、
岸 き

し

千
枝
子

ち

え

こ

さ
ん
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
ま
る
さ
き
ラ
ン
ド
」
の
活
動
に
対
し
、
瀬
戸

せ

と

晴
彦

き
よ
ひ
こ

さ
ん
が
「
傾
聴
花
み
ず
き
」
の
活
動
に
対
し
、
福
祉
功

労
者
と
し
て
同
じ
く
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
の
皆
さ
ん
の
活
躍
の
場
の
広
さ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ
、
取
材
を
す
る
側
ま
で

誇
ら
し
い
気
分
に
な
り
ま
し
た
。 

立
石
さ
ん
、
松
原
さ
ん
の
お
二
人
に
は
感
想
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

立
石
雅
子
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
日
の
表
彰
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。ボ
ラ
協
の

皆
様
の
お
か
げ
で
活
動
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
事
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

協
会
に
は
事
務
局
員
と
し
て
入
会
し
、
事
務
局
に
は

１０
年
近
く
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。今
は
切
手
グ
ル
ー

プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。こ
の
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
６１
年

か
ら
始
め
ら
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
活
動
の
利
益
を
毎
年

協
会
へ
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

 

事
務
局
で
は
手
芸
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
毎
年
桜

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
手
作
り
作
品
を
バ
ザ
ー

 

相模原市市民の集い社会福祉功労者に立石
たていし

雅子
ま さ こ

さん 

相模原市社会福祉協議会顕彰者には松原
まつばら

俊
しゅん

さんが表彰されました！ 

 

し
、
か
な
り
自
虐
的
で
自
殺
す
る
こ
と
を
常
に
考
え
て
い

る
状
況
で
し
た
。
自
分
た
ち
は
、
当
初
、
お
話
を
真
剣
に

聴
い
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
そ
の
方
の
言
語
が
不
自

由
な
た
め
な
か
な
か
理
解
で
き
ず
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
傾
聴
回
数
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
発
声
も
い
く

ら
か
滑
ら
か
に
な
り
、
我
々
に
一
生
懸
命
に
話
そ
う
と
努

力
し
て
く
れ
る
姿
勢
を
み
て
い
る
と
、
何
を
伝
え
た
い
の

か
徐
々
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は

か
な
り
の
博
識
で
、す
ご
い
人
生
経
験
を
積
ん
で
こ
ら
れ
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、そ
れ
か
ら
は
お
互
い
に
笑
顔
が
増
え
、

冗
談
も
出
る
よ
う
に
な
り
、楽
し
い
傾
聴
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
方
は
、
毎
回
不
自
由
な
体
で
我
々
を
玄
関
ま
で
出
迎

え
て
く
れ
、
帰
る
時
に
も
「
次
回
が
楽
し
み
だ
」
と
見
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
傾
聴
を
開
始
し
て
１
年
ぐ
ら
い
で
し

た
が
、
ふ
と
「
傾
聴
っ
て
、
い
い
よ
ね
、
自
分
が
健
康
だ

っ
た
ら
や
っ
て
み
た
か
っ
た
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
、
自
分

は
し
び
れ
ま
し
た
。 

そ
の
方
と
接
し
て
、
真
剣
に
向
き
合
い
、
言
葉
を
真
剣

に
聴
き
、
何
を
伝
え
た
い
か
を
理
解
す
る
こ
と
を
学
び
、

自
分
の
傾
聴
活
動
に
大
き
く
影
響
を
受
け
、
今
、
現
場
で

実
践
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
先
輩
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
傾
聴
に
伺
っ
た
３
日
後
に

永
眠
さ
れ
ま
し
た
。（
合
掌
） 

＊
今
後
も
お
元
気
に
ご
活
躍
く
だ
さ
る
こ
と
を
ボ
ラ
協
会

員
一
同
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。（
杉
﨑
） 

左から岸さん、 
立石さん、小川さん 

で
販
売
し
、
売
り
上
げ
を
寄
付
し
て
き
ま
し
た
が
、
諸
事

情
に
よ
り
今
年
の
桜
ま
つ
り
を
最
後
に
活
動
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。 

長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力

す
る
皆
様
に
助
け
ら
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら

活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
楽
し
ま
な
く
て
は
！
」
協
力
し

あ
い
、
時
に
は
悩
み
ご
と
な
ど
を
聞
い
て
く
れ
る
仲
間

た
ち
に
恵
ま
れ
、
楽
し
く
過
ご
せ
た
か
ら
続
け
ら
れ
た

と
お
っ
し
ゃ
る
立
石
さ
ん
。
手
芸
サ
ー
ク
ル
は
閉
じ
て

も
、
こ
れ
か
ら
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
な
ど
の
刺
繡
を
続
け

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
作
品
が
完
成
し
た
ら
見
せ
て

く
だ
さ
い
ね
。 

松
原
俊
さ
ん 

自
分
は
、
傾
聴
活
動
を

始
め
て
７
年
目
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
利
用
者
が

１２
名
、
活
動
回
数
が
３
０

０
回
ほ
ど
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
中
で
自
分
の
傾
聴
活
動
に
大
き
く
影
響
を

与
え
て
く
れ
た
方
が
い
ま
す
。 

活
動
を
始
め
て
、
３
年
目
で
初
め
て
自
分
が
主
担
当

に
な
っ
た
方
で
す
。
そ
の
方
は
か
な
り
の
難
病
で
、
脳
梗

塞
の
た
め
言
語
の
発
音
及
び
下
半
身
が
不
自
由
で
、
視

力
は
、
片
方
は
失
明
で
、
も
う
片
方
は
白
内
障
で
か
な
り

の
弱
視
で
自
宅
に
引
き
こ
も
り
が
ち
で
、
日
常
会
話
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
外
出
は
２
か
月
に
１
回
の
定
期
健
診

だ
け
で
し
た
。 

傾
聴
開
始
当
初
、
そ
の
方
は
、
自
分
の
現
状
を
悲
観 
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ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集 ！  

※ 連絡・問い合わせ先 

相模原ボランティア協会あじさい連絡所 ： 電話 ０４２（７５９）７９８２ 

相模原市社協 中央ボランティアセンター： 電話 ０４２（７８６）６１８１ 

FAX ０４２（７８６）６１８２ 

メール  svc@sagamiharashishakyo.or.jp 

編
集
後
記 

数
年
前
か
ら
ぼ
ら
通
の
発
送

を
や
っ
て
い
た
ら
広
報
委
員
に

な
っ
て
い
た
。
ま
だ
委
員
会
に

は
出
て
な
い
が
、
取
材
に
は
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
老

骨
に
鞭
打
っ
て
世
の
た
め
人
の

た
め
頑
張
り
ま
す
。（
髙
） 

2023. 1２ 19 

ご寄付をありがとうございました。 

皆様のご寄付は当協会の運営に有効かつ大切に

使わせていただきます。 

＜１１月の寄付者＞ 

１４名の方からご寄付をいただきました。 

＜１１月の寄付金＞ 

総額 167,400 円でした。  

☆福祉事業所における障がいのある方の縫製作業等の支援 

 依頼先：特定非営利活動法人ほっと ありす工房(中央区横山2-7-8) 

 日 時：月・火・木曜日 午前9 時30 分～午後３時30 分のうち、半日程度 

     ※希望する曜日・時間帯を教えてください(月１回から活動可)  

内 容：利用者と接しながら、織り布をバッグや小物等に縫製 

    ※自宅での作業も可（自宅への材料配達については応相談） 

 その他：駐車場あり(木曜日のみ)／交通費なし／マスク着用 

 

★年末年始のお休み 

  事務局は１２月２９日（金）から１月３日（水）

までお休みとなります。 

  新年は１月４日（木）から業務を開始します。 

よろしくお願いします。 

 事務局からの 

お知らせ 

山口尚美画 

《
今
月
の
イ
ラ
ス
ト 

 
 

…

ほ
っ
と
一
息
、
考
え
事
。》

☆高齢者通所施設における日課活動の支援 

 依頼先：チャオデイサービスセンター(中央区相模原4-7-14) 

 日 時：月・火・水・木曜日 午前１０時～１１時３０分 

     ※活動可能な曜日を教えてください(月１回から活動可) 

     ※１日１名の受入れのため、受付が早い方を優先します 

内 容：お茶出し、利用者のドライヤー掛けや話し相手など 

 その他：駐車場あり／交通費なし／マスク着用／初回顔合わせの際に、簡単な面談あり
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